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本日の進行（18:30）

鈴木 かほる氏 

「三浦一族」 

―次回のお知らせ― 

3 月 6 日(木)(12:30) 

今井武志名誉会員 

「逗子 RC の歴史」 

     ≪ 第 2243 回 例会記録   2008 年 2 月 21 日 ≫    

 ■ 会 長 談 話     松井 一郎 会長                     

皆様こんにちは、今日も晴天に恵まれ、外の景色も美

しく大変心地よい気分です。春一番が吹いたとは言え、

まだまだ肌寒い日が続いています。また、花粉症の季節

が訪れ、私もこれから辛い日々を過ごさなければなりま

せん。 

2 月 19 日（火）鎌倉パークホテルでのＩ.Ｍに多数の

ご参加ありがとうございました。本日、3 月 14 日開催

の地球温暖化問題シンポジウムのチラシが出来上がり

ましたので、会員の皆様はお持ち帰り頂いて、ＰＲの程

宜しくお願い致します。500 人の会場を埋めるのは、容

易なことではありません。口コミの宣伝が一番効果があ

ると思いますので、ご協力をお願い致します。 
今月は、世界理解月間です。世界には、様々なものが

不足している地域がたくさんあります。食料、水、抗生

物質、電気、学校、専門医療、障害のある方への職業訓

練、また、予防可能な病気や失業、貧困もはびこってい

ます。ロータリーとしての支援活動にマッチング・グラ

ントというものがあります。2 カ国以上のロータリーク

ラブが、プロジェクトを実施する際、双方でお金を出し

合いそして、ロータリー財団の補助金を合わせて、有効

に奉仕活動に使うことをマッチング・グラント（同額補

助金）というそうです。逗子ＲＣも 40 周年の時に湊屋

会長の事業として、フィリピンのラスピナス郊外の貧困

地プタングルパに飲料水の水源として、5 箇所に深い井

戸を掘って設置しました。安藤会員が現地に赴いて、実

際に井戸が掘られているところを確認してきました。ロ

ータリー財団の寄付と、新天安ＲＣ、逗子ＲＣとのマッ

チング・グラントです。事業の名称は「のどがカラカラ、

水を下さい。」 
本日は、平塚西ＲＣ会長の成田清様にネパールに学校

を作り、そして学校を運営する間での５年間という長い

経緯や、その事業に注ぎ込んだお金、労力、そしてクラ

ブとしての熱い情熱など、色々な苦労話しや事業を完了

した時の達成感などを、お話して頂きたいと思います。 
私達逗子ＲＣも、50 周年に向かって基金をどう生か

していくか、今後考えて行かなければなりません。

 

 ■ 報 告                  

長野幹事：I.M.開催礼状 ／  
みどり財団自然観察会案内 3/10 十二所果樹園  

岩瀬 IA 地区副委員長：3/29-30 IA 一泊研修 
会員の参加もよろしく。 

石田会員：3/14 環境シンポジウムの案内パンフレットが 
できたので会員の皆様は地域のかたがたへ、参加の呼 
びかけをお願いします。 

出席報告 会員数 46 名（出席免除 9 名） 出席数 20 名 出席率 54.05％ 前回修正出席率 81.08％

ゲスト 成田 清氏（平塚西 RC 会長） メークアップ： 8 名（14 日例会分・IM で） 

 



 ■ 卓話     「マッチング・グラント」   成田 清氏 
ロータリー財団の父と呼ばれるのは、6 人目の RI 会長

アーチクランクです。「ロータリーが基金をつくり。全

世界的な規模で慈善・教育・その他社会奉仕の分野で、

何か良い事をしようではないか」と国際大会で提案し、

その数ヶ月後に出来た基金は米貨26ドル50セントの寄

贈金から始まり、これがやがてロータリー財団に発展し

ました。 
 世界社会奉仕プロジェクトが一定の条件を満たしま

すと、ロータリー財団のマッチング・グラントという補

助金をうけることができます。マッチング・グラントの

資格要件は、人道的プロジェクトであるという事です。 
 クラブや地区も資金を拠出しなければならない、自助

努力が必要という意味を出す為にマッチング・グラント

（同額補助金）という名称になりました。その寄付に見

合った補助金を財団が半額授与するという意味です。マ

ッチング・グラントは 2 ヶ国以上のロータリークラブが

プロジェクトを実施します。 
同額補助金を使った平塚西 RC の「ヒマラヤンアカデ

ミー学校」建設（ネパール国ヌワット郡ビドゥール市） 
 1999 年 10 月会員から「基金を使ってネパールに学校

を建てたらどうか」という提案に全員が賛成し計画が始

まる。2001 年5 月に第１回目の現地学校予定地を視察、

その折たまたま訪れたパタン西 RC がマッチング・グラ

ントの相手クラブとなる。2001 年 10 月に学校建設の許

可が下り、2002 年 5 月大学のキャンパスを借りて児童

が集まり授業が始まった。2003
年 5 月 30 日に定礎式を行い、

その後建設の進行状況を視察、

2004 年 6 月完成。2004 年 11
月 1 日開校式が行われた。 
 今回の学校建設は国際ロータ

リーの 3 大事業の一つ、識字率

向上運動に合致しており、世界

の RC が目標としている事業の一つです。ネパール国は

山に囲まれた風光明媚な国ですがアジアの中でも特に

文盲率がとび抜けて高く、教育という事に関して日本の

対極にあると言える。人々の生活は貧しく、学校へ行く

暇があったら働かねばならず、女性は物心つく年代にな

るとインドへ売られていくという事も聞きます。道路事

情も悪く社会資本が日本と比べゼロに近いのでなかな

か経済の発展もないようです。 
 今回のプロジェクトの資金は、平塚西 RC が将来の事

業の為にと積み立てていた基金を使い、その半額を学校

建設に、後の半額は 5 年間の学校運営費に充て継続して

支援します。将来ヒマラヤンアカデミー学校が地域の

人々にとっての素晴らしい学校になるよう育て、日本文

化の紹介も積極的に行っていきたいと考えています。 
            （平塚西 RC 会長） 
 

 
 ■ ニコニコ BOX   （４４．０００円）                        
成田清平塚西 RC 会長…本日よろしくお願いします。 
松井君…平塚西 RC 成田会長、本日はスピーチよろしく

お願いします。I.M.に参加された皆様、ご苦労

様でした。 
矢部(光)君…平塚西 RC 会長成田清様、ようこそ！ 
長野(芳)君、桐ヶ谷君、山口君、毛利君、石黒君、菊池 
君、山本(由)君…成田さんスピーチよろしくお願いします。 
白沢君…卓話を楽しみにしています。 
市川君…成田さんをお迎えして。 
松田君…まだ寒いな。成田さんをお迎えして。 
岩瀬君…松井会長、いつもご苦労様です。 
石田君…どうか 4 月 3 日の会員親睦旅行にご参加下さい。 
丸山君…坂井さんの絵、素晴らしかったです。 
三宅君…本日はやっとアルコールが抜けてｽｯｷﾘです。 

臼井君…ニコニコ BOX 申告忘れました。青色申告も忘

れそうです。 
鈴木(久)君…寒い日が続いてきれいな美しい富士山が

眺められます。 
杉本君…やっと春めいた陽気になりました。しかし各々

方ご油断召されるな、花粉と風邪のシーズンも

これからです。 
山本(三)さん…春間近ですね。 
村田君…春が来てる。 
渡邊君…もー、春だー。 
安藤君…桜の花を早く見たいです。 
ニコニコ BOX 本日合計  ￥    ４４．０００ 
        累計   ￥ １．５６９．０２４ 
ご協力ありがとうございました。

 
逗子 RC で行ったマッチング・グラント 「フィリピンラスピナス市郊外に 5 箇所の深井戸を掘る」 
プロジェクト名：“I AM THRIISTY：WATER PLEASE PROJECT” “のどがカラカラ、水を下さい” 
スポンサー：RID-3620＋韓国新天安 RC（$2,000）、 RID-2780＋逗子 RC（$2,000）   
コ・スポンサー：RID-3830＋フィリピンラスピナス RC（$2,000） 
ロータリー財団：$6,000  上記$6,000 とあわせて TOTAL $12,000 の事業 
新天安 RC の呼びかけで当クラブで検討の結果、2001 年 1 月松永繁之会長が承諾のサインをし、2001 年 9 月湊

屋孝之会長のサインで支払いが完了した。2002 年春、深井戸完成の竣工式典には安藤脩二会員が出席、ポンプ

でくみ上げた水を地域の人々、ラスピナス RC の会員達と歓喜して飲み大変感謝された、と報告された。 


